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はじめに

このマニュアルでは、Sun Studio 12の分散メイク (dmake)コマンドについて説明しま
す。分散メイク (dmake)はメイクファイルを解析して、並行して構築可能なター
ゲットを特定し、設定された多数のホストにそれらのターゲットの構築作業を分散
します。

このマニュアルの情報は、Solarisの makeユーティリティーのマニュアルページを補
完するものです。

表記上の規則

表P–1 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特定の名
前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm

filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザー
ズガイド』を参照してくださ
い。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー名、強
調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照し
てください。

この操作ができるのは、「スー
パーユーザー」だけです。
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表 P–1 表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

\ 枠で囲まれたコード例で、テキストがペー
ジ行幅を超える場合に、継続を示します。 sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

表P–2 コードについて

コードの
記号 意味 記法 コード例

[ ] 角括弧には、オプションの引数が
含まれます。

O[n] -O4, -O

{ } 中括弧には、必須オプションの選
択肢が含まれます。

d{y|n} -dy

| 「パイプ」または「バー」と呼ば
れる記号は、その中から 1つだけ
を選択可能な複数の引数を区切り
ます。

B{dynamic|static} -Bstatic

: コロンは、コンマ同様に複数の引
数を区切るために使用されること
があります。

Rdir[:dir] -R/local/libs:/U/a

… 省略記号は、連続するものの一部
が省略されていることを示しま
す。

xinline=f1[,…fn] -xinline=alpha,dos

シェルプロンプトについて

シェル プロンプト

Cシェル machine-name%

Cシェルのスーパーユーザー machine-name#

BourneシェルおよびKornシェル $

BourneシェルおよびKornシェルのスーパーユーザー #

はじめに
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サポートされるプラットフォーム
この Sun Studioのリリースは、SPARC®および x86ファミリ (UltraSPARC®、SPARC64、
AMD64、Pentium、Xeon EM64T)プロセッサアーキテクチャーを使用するシステムを
サポートしています。サポートされるシステムの、Solarisオペレーティングシステ
ムのバージョンごとの情報については、http://www.sun.com/bigadmin/hclにある
ハードウェアの互換性に関するリストで参照することができます。ここには、すべ
てのプラットフォームごとの実装の違いについて説明されています。

このドキュメントでは、x86関連の用語は次のものを指します。

■ 「x86」は、64ビットおよび 32ビットの、x86と互換性のある製品を指します。
■ 「x64」は、AMD64または EM64Tシステムで、特定の 64ビット情報を指しま
す。

■ 「32ビット x86」は、x86ベースシステムで特定の 32ビット情報を指します。

サポートされるシステムについては、ハードウェアの互換性に関するリストを参照
してください。

Sun Studioマニュアルへのアクセス方法
マニュアルには、次の場所からアクセスできます。

■ 製品マニュアルは、ご使用のローカルシステムまたはネットワークにこのソフト
ウェアとともにインストールされるマニュアルの索引からアクセスできます。
Solarisプラットフォームの場合は、file:/opt/SUNWspro/docs/ja/index.html、
Linuxプラットフォームの場合は、
file:/opt/sun/sunstudio12/docs/ja/index.htmlです。

製品ソフトウェアが Solarisプラットフォームで /opt、Linuxプラットフォームで
/opt/sun以外のディレクトリにインストールされている場合は、システム管理者
に実際のパスをお尋ねください。

■ マニュアルは、 docs.sun.com
smのWebサイトで入手できます。次に示すマニュア

ルは、Solarisプラットフォームにインストールされているソフトウェアからのみ
アクセスできます。
■ 『Standard C++ Library Class Reference』
■ 『標準C++ライブラリ・ユーザーズガイド』
■ 『Tools.h++クラスライブラリ・リファレンスマニュアル』
■ 『Tools.h++ユーザーズガイド』

リリースノートは、docs.sun.comのWebサイトから入手できます。
■ IDEの全コンポーネントのオンラインヘルプは、IDE内の「ヘルプ」メニューだ
けでなく、多くのウィンドウおよびダイアログにある「ヘルプ」ボタンを使用し
てアクセスできます。

はじめに
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インターネットのWebサイト (http://docs.sun.com)から、Sunのマニュアルを参照
したり、印刷したり、購入したりすることができます。マニュアルが見つからない
場合はローカルシステムまたはネットワークの製品とともにインストールされてい
るマニュアルの索引を参照してください。

注 –このマニュアルで紹介する Sun以外のWebサイトが使用可能かどうかについて
は、Sunは責任を負いません。このようなサイトやリソース上、またはこれらを経由
して利用できるコンテンツ、広告、製品、またはその他の資料についても、Sunは保
証しておらず、法的責任を負いません。また、このようなサイトやリソース上、ま
たはこれらを経由して利用できるコンテンツ、商品、サービスの使用や、それらへ
の依存に関連して発生した実際の損害や損失、またはその申し立てについても、Sun
は一切の責任を負いません。

アクセシブルな製品マニュアル
マニュアルは、技術的な補足をすることで、ご不自由なユーザーの方々にとって読
みやすい形式のマニュアルを提供しております。アクセシブルなマニュアルは次の
表に示す場所から参照することができます。製品ソフトウェアが /opt以外のディレ
クトリにインストールされている場合は、システム管理者に実際のパスをお尋ねく
ださい。

マニュアルの種類 アクセシブルな形式と格納場所

マニュアル (Sun以外のマ
ニュアルは除く)

形式: HTML
場所: http://docs.sun.com

他社製マニュアル:
■ 『Standard C++ Library Class

Reference』
■ 『標準C++ライブラ
リ・ユーザーズガイド』

■ 『Tools.h++クラスライブ
ラリ・リファレンスマ
ニュアル』

■ 『Tools.h++ユーザーズガ
イド』

形式: HTML
場所: file:/opt/SUNWspro/docs/ja/index.htmlのマニュアル索引

Readme 形式: HTML
場所:
http://developers.sun.com/sunstudio/documentation/ss12/mrの
Sun Developer Networkポータル

はじめに
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マニュアルページ 形式: HTML
場所: file:/opt/SUNWspro/docs/ja/index.html (Solarisプラット
フォーム)および file:/opt/sun/sunstudio12/docs/ja/index.html

(Linuxプラットフォーム)のマニュアル索引

オンラインヘルプ 形式: HTML
場所 : IDE内の「ヘルプ」メニューおよび「ヘルプ」ボタン

リリースノート 形式: HTML
場所: http://docs.sun.com

Sun Studio関連マニュアル
次の表は、file:/opt/SUNWspro/docs/ja/index.htmlおよび http://docs.sun.comから
参照できる関連マニュアルの一覧です。製品ソフトウェアが /opt以外のディレクト
リにインストールされている場合は、システム管理者に実際のパスをお尋ねくださ
い。

マニュアルタイトル 内容の説明

数値計算ガイド 浮動小数点演算における数値の正確性に関する問題につ
いて説明しています。

関連する Solarisマニュアル
次の表では、docs.sun.comのWebサイトで参照できる関連マニュアルについて説明
します。

マニュアルコレクション マニュアルタイトル 内容の説明

Solaris Reference Manual
Collection

マニュアルページのセク
ションのタイトルを参照。

Solarisのオペレーティング環境に
関する情報を提供しています。

Solaris Software Developer
Collection

リンカーとライブラリ Solarisのリンクエディタと実行時
リンカーの操作について説明して
います。

Solaris Software Developer
Collection

マルチスレッドのプログラミ
ング

POSIXと SolarisスレッドAPI、同
期オブジェクトのプログラミン
グ、マルチスレッド化したプログ
ラムのコンパイル、およびマルチ
スレッド化したプログラムのツー
ル検索について説明しています。

はじめに
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開発者向けのリソース
Sun Developer Networkの Sun Studioポータル (http://developers.sun.com/sunstudio)
にアクセスし、次のようなリソースを利用できます。リソースは頻繁に更新されま
す。

■ プログラミング技術と最適な演習に関する技術文書
■ コンパイラとツールのマニュアル、およびソフトウェアとともにインストールさ
れる一連のマニュアル

■ サポートレベルに関する情報
■ ユーザーフォーラム
■ ダウンロード可能なサンプルコード
■ 新しい技術の紹介

Sun Studioポータルは、Sun Developer Network Webサイト
(http://developers.sun.com)に多数ある開発者向け追加リソースの 1つです。

技術サポートへの問い合わせ
製品についての技術的なご質問がございましたら、次のサイトからお問い合わせく
ださい (このマニュアルで回答されていないものに限ります)。
http://jp.sun.com/service/contacting/

ご意見の送付先
米国 Sun Microsystems, Inc.では、マニュアルの向上に力を注いでおり、ユーザーのご
意見やご提案をお待ちしております。コメントは下記よりお送りください。
http://www.sun.com/hwdocs/feedback

ご意見をお寄せいただく際には、電子メールの件名にマニュアルの Part No.を記載し
てください。たとえば、このマニュアルの Part No.は 820–1586–10です。

はじめに
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分散メイク (dmake)

■ 11ページの「形式」
■ 11ページの「機能説明」
■ 12ページの「オプション」
■ 14ページの「使用」
■ 18ページの「環境変数/マクロ」
■ 20ページの「ファイル」
■ 21ページの「関連項目」

形式
dmake [-c dmake_rcfile] [-g dmake_group] [-j dmake_max_jobs] [-m serial |

parallel | distributed] [-o dmake_odir]

機能説明
分散メイク (dmake)はメイクファイルを解析して、並行して構築可能なターゲットを
特定し、設定された多数のホストにそれらのターゲットの構築作業を分散します。

Solarisオペレーティングシステム (Solaris OS)上で標準のmakeユーティリティーを使
用している場合、dmakeへ移行する際に必要なメイクファイルの変更は、(あったと
しても)ほとんどありません。dmakeは Solaris makeユーティリティーのスーパー
セットで、Solarisプラットフォームと Linuxプラットフォームの両方で使用できま
す。makeを入れ子にするときは、一番上のmakefileがmakeを呼び出す場合に
$(MAKE)を使用しなければなりません。

分散メイクは、「dmakeホスト」で実行され、「ジョブ」を「構築サーバー」に分散
します。

1第 1 章
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ジョブは dmakeホストにも分散できます。この場合は、dmakeホストも構築サーバー
になります。dmakeは、ユーザーのメイクファイルの内容を解析し、並行して構築で
きると判断したメイクファイルのターゲットごとにジョブを分散させます。

次の要件を満たしていれば、どのマシンも構築サーバーとして使用できます。

■ dmakeホスト (使用中のマシン)から rshを使用して、パスワードの入力を求めら
れずに構築サーバー上でコマンドをリモートで実行できることが必要です。

たとえば、次のとおりです。

demo% rsh <分散メイクを行うマシン名> which dmake

/opt/SUNWspro/bin/dmake

rshを実行した時に、不要な出力があってはいけません。

■ dmakeソフトウェアがインストールされている binディレクトリに、構築サーバー
からアクセス可能である必要があります。デフォルトでは dmakeは、構築サー
バー上の dmake実行可能ファイルへの論理パスが dmakeホスト上と同じであると
仮定します。この仮定を変更するには、実行時構成ファイルのホストエントリの
属性としてパス名を指定します。

dmakeホストから、使用する構築サーバー、および、各構築サーバーに割り当てる
dmakeジョブ数を指定することができます。

特定の構築サーバー上で実行することができる dmakeジョブ数の制限は、そのサー
バーにも適用されます。

オプション

-c dmake_rcfile

実行時構成ファイルを指定します。

デフォルトの実行時構成ファイルは $(HOME)/.dmakercです。

-g dmake_group

ジョブの分散先にする構築サーバーグループの名前を指定します。

サーバーグループは実行時構成ファイルに定義してください。

デフォルトのサーバーグループは、実行時構成ファイル中の最初のグループです。

オプション
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-j dmake_max_jobs

実行時構成ファイル中の構築サーバーの指定グループに分散される最大ジョブ総数
を指定します。

デフォルトの最大ジョブ数は、構築サーバーグループに指定されるジョブの総数で
す。

ジョブは、実行時構成ファイルの中で出現する順に 1つずつホストから減算、また
はホストに加算されます。

たとえば、実行時構成ファイルに指定されるジョブの総数を 8とします。

host earth { jobs = 3 }

host mars { jobs = 5 }

<分散する最大ジョブ数>を 11と指定する場合、dmakeは次のようにして、現在の最
大ジョブ総数 (8)にさらに 3つのジョブを加算します。

host earth { jobs = 5 }

host mars { jobs = 6 }

また、<分散する最大ジョブ数>を 4と指定する場合、dmakeは次のようにして、元の
ジョブ数 8から 4つのジョブを減算します。

host earth { jobs = 1 }

host mars { jobs = 3 }

-m {serial | parallel | distributed}

次のいずれかのキーワードを指定します。

■ serial: dmakeを標準の makeと同じように逐次動作させます。
■ parallel:ジョブを dmakeホストにだけ分散させます。
■ distributed: dmakeを完全な分散モードで動作させます。これは dmakeのデフォル
トです。

-o dmake_odir

dmakeが一時出力ファイルを書き込みおよび読み取りできる共通物理ディレクトリを
指定します。使用されるディレクトリは $(HOME)/.dmakeです。このディレクトリと
指定したディレクトリは、すべての構築サーバーから認識される必要があります。

このオプションは、ユーザーのローカルホスト上の $(HOME)ディレクトリとユーザー
のすべての遠隔ホスト上の $(HOME)ディレクトリが、異なる物理 $(HOME)ディレクト
リである場合にだけ使用してください。

オプション
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たとえば、このオプションはスーパーユーザーが使用します。

注 –これらのオプションと環境変数、およびこのマニュアルページで後述するメイク
ファイルのマクロによって、同じ動作が変更されます。

優先順位は次のとおりです。

■ コマンド行オプション
■ メイクファイルのマクロ
■ 環境変数
■ dmakeのデフォルト

使用

特殊な目的のターゲット
dmakeを使うと、構築サーバー上でターゲットを並行して構築できます。並行して処
理を行うと、大規模なシステムやプロジェクトを構築するのに要する時間を大幅に
短縮できます。dmakeは、並行処理とタイミングを制御するために、次の特殊なメイ
クファイルターゲットを使用します。

■ .PARALLEL

■ .NO_PARALLEL

■ .LOCAL

■ .WAIT

.NO_PARALLEL

このターゲットは、逐次処理を行うターゲットを指定するために使用します。

.PARALLEL

このターゲットは、並行処理を行うターゲットを指定するために使用します。

.LOCAL

このターゲットは、ローカルホスト上で逐次処理を行うターゲットを指定するため
に使用します。

使用
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.WAIT

依存関係リストにこのターゲットを指定すると、dmakeは、並行処理の場合でも、こ
の前の依存関係の処理が終了するまで待機してから、次の依存関係を処理します。

このようなターゲットを使って記述してあるメイクファイルは、Solaris 1.xと Solaris
2.xで配布される標準makeでも互換性を保っています。標準のmakeはこれらのター
ゲットを許容し、エラーを出しません (処理も行いません)。

dmakeジョブの制御
dmakeジョブの分散は、次の 2つの方法で制御されます。

1. dmakeホスト上の dmakeユーザーは、構築サーバーとして使用したいマシンと各構
築サーバーに分散したいジョブ数を指定することができます。

2. 構築サーバーの所有者 (/etc/opt/SPROdmake/dmake.confファイルを変更できる
ユーザー)は、その構築サーバーに分散可能な dmakeジョブの最大総数を制御する
ことができます。

dmakeホスト
dmakeは、実行を開始すると、実行時構成ファイルを検索して、ジョブを分散する場
所を調べます。

一般に、このファイルは dmakercという名前で、dmakeホスト上のユーザーのホーム
ディレクトリにあります。

dmakeは、次の場所と順序で実行時構成ファイルを検索します。

1. -cオプションを使ってコマンド行で指定されたパス名
2. DMAKE_RCFILEというメイクファイルのマクロを使って指定されたパス名
3. 環境変数 DMAKE_RCFILEを使って指定されたパス名
4. $(HOME)/.dmakerc

実行時構成ファイルが見つからない場合は、dmakeは並行モードに切り替え、(デ
フォルトの) 2つのジョブを dmakeホストに分散します。-jオプションまたは
DMAKE_MAX_JOBSを使用してこの設定を変更することもできます。

実行時構成ファイルには、構築サーバーのリストと、各構築サーバーに分散したい
ジョブ数を含めることができます。

次は、単純な実行時構成ファイルの例です。

# 自分のマシン。このエントリにより dmake はこのマシンにジョブを分散します。
falcon { jobs = 1 }

hawk

使用
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eagle { jobs = 3 }

# マネージャーのマシン。マネージャーはいつも会議中です
heron { jobs = 4 }

avocet

falcon、hawk、eagle、heron、avocetの各エントリが構築サーバーとして一覧表示さ
れています。

各構築サーバーに分散したいジョブ数を指定することができます。デフォルトの
ジョブ数は 2です。

"#"文字で始まる行はコメントとして解釈されます。

注 –この構築サーバーの一覧には、 dmakeホストでもある falconが含まれています。
dmakeホストは構築サーバーとしても指定することができます。実行時構成ファイル
に falconを含めない場合、falconには dmakeジョブが分散されません。

実行時構成ファイルには、構築サーバーのグループも構成することができます。

こうすると、状況に応じて、構築サーバーのグループを簡単に切り替えられるとい
う柔軟性が得られます。たとえば、異なるオペレーティングシステムでの構築用に
別々の構築サーバーのグループを定義したり、特殊なソフトウェアがインストール
されている構築サーバーのグループを定義したりすることができます。ただし、構
築サーバーは、すべて同じアーキテクチャーで、同じ SunOSをインストールしてい
る必要があります。

次の実行時構成ファイルには、いくつかのグループが含まれています。

earth { jobs = 2 }

mars { jobs = 3 }

group lab1 {

host falcon { jobs = 3 }

host hawk

host eagle { jobs = 3 }

}

group lab2 {

host heron

host avocet { jobs = 3 }

host stilt { jobs = 2 }

group labs {

group lab1

group lab2

使用
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}

group sunos5.x {

group labs

host jupiter

host venus { jobs = 2 }

host pluto { jobs = 3 }

}

ユーザーコマンド
"group"命令によって形式上のグループを指定します。グループのメンバーのリスト
は、中括弧 {}で括ります。

グループのメンバーである構築サーバーは、省略可能な "host"命令によって指定さ
れます。

あるグループが、ほかのグループのメンバーになっていてもかまいません。

個々の構築サーバーを、構築サーバーのグループを含む実行時構成ファイルに指定
することもできます。この場合、dmakeはこれらの構築サーバーを名前の付いていな
いグループのメンバーとして処理します。

dmakeは、次に示すリストで指定される単一のホストのグループに、1～ 4の優先順
位でジョブを分散させます。

1. -gオプションへの引数としてコマンド行に指定されたグループ
2. DMAKE_GROUPというメイクファイルのマクロによって指定されたグループ
3. 環境変数 DMAKE_GROUPによって指定されたグループ
4. 実行時構成ファイルで 1番目に列挙されている形式上のグループ

実行時構成ファイルに指定するグループとホストの名前は、二重引用符で囲むこと
ができます。これにより、グループとホストの名前をより柔軟な文字シーケンスで
表現できます。たとえば、グループの名前が数字で始まる場合、この名前は二重引
用符で囲まなければなりません。

group "123_sparc"

前述のとおり、 dmakeソフトウェアがインストールされている binディレクトリは、
構築サーバーからアクセス可能である必要があります。デフォルトでは dmakeは、構
築サーバー上の dmake実行可能ファイルへの論理パスが dmakeホスト上と同じである
と仮定します。この仮定を変更するには、実行時構成ファイルのホストエントリの
属性としてパス名を指定します。次に例を示します。

group sparc-cluster {

host wren { jobs = 10 , path = "/export/SUNWspro/bin" }

host stimpy { path = "/opt/SUNWspro/bin" }

}

使用
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構築サーバー
/etc/opt/SPROdmake/dmake.confファイルは、構築サーバーのファイルシステム中に
置かれています。

このファイルは、次の内容を指定するために使用します。

■ 必須:該当する構築サーバー上で並行処理できる、すべてのユーザーからの dmake

ジョブの最大総数。

■ 省略可能:すべての dmakeジョブの実行に適用される、/usr/bin/の優先順位。

次に dmake.confファイルの例を示します。

max_jobs: 8

nice_prio: 5

このファイルは、すべての dmakeユーザーから構築サーバー上で実行が許可される最
大 dmakeジョブ数を 8に設定します。ジョブを実行する優先順位は、nice_prioコマ
ンドで変更することができます。詳細は、nice(1)を参照してください。

注 – /etc/opt/SPROdmake/dmake.confファイルが構築サーバー上にない場合には、その
サーバー上では dmakeジョブの実行は許可されません。

環境変数/マクロ
次のものは、環境変数またはメイクファイルのマクロとして定義することができま
す。

DMAKE_RCFILE

実行時構成ファイルを定義します。デフォルトの実行時構成ファイルは
$(HOME)/.dmakercです。

DMAKE_GROUP

ジョブの分散先にする構築サーバーグループの名前を定義します。サーバーグルー
プは実行時構成ファイルに定義されます。デフォルトのサーバーグループは、実行
時構成ファイルの 1番目のグループです。

環境変数/マクロ
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DMAKE_MAX_JOBS

実行時構成ファイルの中で指定されている構築サーバーグループに分散される最大
ジョブ数を定義します。デフォルトの最大ジョブ数は、構築サーバーグループに指
定されるジョブの総数です。ジョブは、実行時構成ファイルの中で出現する順に 1
ずつホストから減算、またはホストに加算されます。

例については、このマニュアルページの -jオプションを参照してください。

DMAKE_ADJUST_MAX_JOBS

次のいずれかのキーワードを含めることができます。

■ YES:システムの現在の負荷に応じて、dmakeが並列ジョブの制限を調整できるよ
うにします。システムの負荷が過剰でない場合、dmakeはユーザーが定義した制
限を使用します。システムの負荷が過剰な場合、dmakeは「現在の」制限を、
ユーザーが定義した制限より下に設定します。

この変数が設定されない場合、dmakeはシステムの現在の負荷に応じて並列
ジョブの制限を調整します。これは dmakeのデフォルトになります。

■ NO: dmakeの自動調整機構をオフに切り替えます。

DMAKE_MODE

次のいずれかのキーワードを含めることができます。

■ serial: dmakeを標準の makeと同じように逐次動作させます。
■ parallel: dmakeがジョブを dmakeホストにだけ分散するようにします。
■ distributed: dmakeを完全な分散モードで動作させます。これは dmakeのデフォル
トです。

DMAKE_ODIR

dmakeが一時出力ファイルを書き込みおよび読み取りできる共通の物理ディレクトリ
を定義します。

この環境変数やマクロは、ローカルホスト上のホームディレクトリとすべてのリ
モートホスト上のホームディレクトリが同じ物理ホームディレクトリでない場合に
だけ使用します。

たとえば、このオプションはスーパーユーザーが使用します。

環境変数/マクロ
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DMAKE_OUTPUT_MODE

ログファイルの形式を定義します。次のキーワードのどれか 1つを含むことができ
ます。

■ TEXT1:構築ジョブを開始するたびに、dmakeはシステム名とコマンド名をログ
ファイルに出力します。

また、コマンドそのものに出力がある場合は、ジョブが終了するときに、そのコ
マンド出力とともに、再びシステム名とコマンド名をログファイルに出力しま
す。

例:

host1 --> 1 個のジョブ
echo "Done host1"

host2 --> 1 個のジョブ
echo

"Done host2"

host1 --> ジョブ出力
echo "Done host1"

Done host1

host2 --> ジョブ出力
echo "Done host2"

Done host2

これは dmakeのデフォルトです。

■ TEXT2:並列ジョブの出力を直列化します。ログファイルが見やすくなります。こ
のモードでは、 dmakeは、1つのジョブが終了すると、一度だけコマンドを出力
し、その直後に、コマンド出力を続けます。

例:

echo "Done host1"

Done host1

echo "Done host2"

Done host2

ファイル
■ $(HOME)/.dmakerc:デフォルトの実行時構成ファイル。構築サーバーと構築サー
バーグループの名前が含まれます。

■ /etc/opt/SPROdmake/dmake.conf:構築サーバー上にあるこのファイルは、すべて
の dmakeユーザーによって構築サーバーに分散することができる最大ジョブ総数
を指定するために使用されます。また、すべての dmakeジョブに適用される
/usr/bin/niceで指定する優先順位を指定するためにも使用されます。

ファイル
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関連項目
HTMLブラウザで次のURLを指定して、完全な Sun Studio 12マニュアルセットにア
クセスできます。
/opt/SUNWspro/docs/ja/index.html (Solarisの場合)
/opt/sun/sunstudio12/docs/ja/index.html (Linuxの場合)

デフォルトの /opt以外のディレクトリにコンパイラがインストールされている場合
は、実際のパスをシステム管理者にお尋ねください。

更に詳しい情報は、次のマニュアルページを参照してください。

■ make(1)
■ rsh(1)
■ hosts(4)
■ hosts.equiv(4)
■ attributes(5)
■ largefile(5)

関連項目
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